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特定非営利活動法人ちば里山センター 

題 名 ちば里山カレッジ「拡げよう・つなげよう里山活動」 

第１回「地域に開かれた森づくり」 

オリエンテーション 

   「拡げよう・つなげよう里山活動」趣旨・概要 

特定非営利活動法人ちば里山センター       副理事長 伊藤 道男 

講  義：「里山とボランティアのあり方」 

  講  師：特定非営利活動法人ちば里山センター     理事長  佐藤 孝之 

活動報告①：ヤマトミクリの保全について 

講  師：ヤマトミクリの里づくり協議会           桑波田 和子氏 

活動報告②：耕作放棄地の利用について  

講  師：八千代オイコス                   金室  彰氏 

          （移 動・昼 食・むつみの森観察） 

意見交換：「里山を維持管理するために必要なこと」 

講  師：里山むつみ隊         講 師 山﨑 典明氏・岡田 拓也氏 

日 時 令和 4 年 6 月 25 日（土） 10：00～16：00 

会 場 やちよ農業交流センター 第一研修室 

里山むつみ隊 むつみの森 

出席者 受講生 17 名（11 市区）・講師 6 名、スタッフ 1 名 

内 容 10：00～10：10 オリエンテーション 

       「拡げよう・つなげよう里山活動」趣旨・概要 

特定非営利活動法人ちば里山センター      副理事長 伊藤 道男 

10：10～10：50 講  義：「里山とボランティアのあり方」 

    講  師：特定非営利活動法人ちば里山センター  理事長  佐藤 孝之 

10：50～11：00 活動報告①：ヤマトミクリの保全について 

講  師：ヤマトミクリの里づくり協議会        桑波田 和子氏 

11：00～11：20 活動報告②：耕作放棄地の利用について 

講  師：八千代オイコス               金室   彰氏 

11：20～13：20      （移 動・昼 食・むつみの森観察・移 動） 

14：00～15：00 意見交換：「里山を維持管理するために必要なこと」 

講  師：里山むつみ隊          山﨑 典明氏・岡田 拓也氏 

 



 ちば里山カレッジ第１回は午前中は八千代市やちよ農業交流センター研修室で講義、午

後は、むつみの森観察実習を行い、農業交流センターに戻り、里山の維持管理について意

見を交換した。 

最初に、ちば里山センター伊藤副理事長がちば里山カレッジ「拡げよう・つなげよう里

山活動」の趣旨・概要についてオリエンテーションを行った。 

続いて、ちば里山センター佐藤理事長が「里山とボランティアのあり方」について講義

した。里山の定義に始まり、里山の役割、里山整備の必要性について話題を提供した。放

棄され手が入らなくなった里山・樹林地は荒れる一方で、スギの非赤枯性溝腐病やコナラ

類のナラ枯れで枯損木が増え、その対応に追われている現状を解説した。これからの里山

活動について、八千代市で行っている事例を披露した。近隣の中学校の授業の一環で活動

への参加が行われていることなどを示し、これからは若い世代が一緒になってできる活動

を行い、次の時代を担う子どもたちに残していくことを考えていきたいと締めた。 

受講生からは、所有者との関係、協定書、提携書、加えて担当課との協力関係について

の実情。さらに、どのような森にしていくか、森の全体像の決め方などについて質問が及

んだ。 

次に、ヤマトミクリの里づくり協議会の桑波田さんが「ヤマトミクリの保全について」

と題して千葉県レッドデータブックの A ランクとされている最重要保護種の保全活動の

様子を紹介した。 

 「耕作放棄地の利用」については八千代オイコスの金室さんから説明があった。オイコ

スの活動は、花輪川の手入れ、コメ作り体験、川の学校、ホタル観賞会など市民参加型の

活動を行っている。この活動が里地・里山の保全につながっていると結んだ。 

 講義、活動報告の後、オイコスの活動地、稲の植わった水田、ヤマトミクリの生育地を

視察した。稲作りに興味を持った参加者から、田植えの人数、草取り、水田への給水など

について質問が集中した。水田の畔にへばりつくようにヤマトミクリが生育する現場で

は、桑波田さんから保存、維持についての苦労話が聞けた。 

その後、むつみの森の樹林地に入った。谷津のはじまり谷津頭、ヤマザクラ、イヌザク

ラ、ウワミズザクラが偶然一か所に並んだ状態、イカリソウの群生地などを観察した。 

２０１８年、２０１９年の台風による被害の爪痕も生々しく残っていて、被害の大きさ

を感じられた。遠路を確保するために徐々に被害木の除去も進めているものの、中々進み

ずらい状況も見て取れた。 

 やちよ農業交流センターに戻り、「里山を維持管理するため」について意見交換した。 

竹クラフトをすすめている団体、活動のたびに着用しているヘルメットが市民の関心につ

ながり参加者が増えたという思わぬ効用を発表する団体、企業の森づくりを推進する企業

から参加した受講生などが意見を次々に述べた。次回以降、所属する企業・団体から抱え

る問題や様々な意見が出てきそうな印象を受けた。 
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